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シテ節の ｢-｣による取 り立て
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1 はじめに

｢Clシテ､C2｣のように､ ｢～シテ｣の形式で､先行する節を後続する節

に接続させるあり方を､本稿では､シテ形接続と仮に呼び､シテ形接続を実現

している節を (シテ節)と仮称 しておく｡ただ､ここでは､シテ形接続と呼ぶ

用語は､動詞のいわゆる壁用形に ｢テ｣が付いたものだけでなく､形容詞や名

詞述語の連用形に ｢テ｣の付いたものをも含む拡張した用法で使われている｡

シテ形接続を形成する節の述語の形式を (テ形)と仮称しておく｡ ｢毎朝 6時

こ盈皇主､散歩二出掛ケル｡｣ ｢彼女ハ トテモ優シクテ､皆こ好カレテイル｡｣

｢彼ハ､マダ癖 ミ上ガリデア､L至､ソンナニ無理ガ利カナィ｡｣などの､ ｢起キ

テ｣ ｢優シクテ｣ ｢病 ミ上ガ リデアッテ｣が､テ形である｡もっとも､本稿の

考察対象の中心は､動詞述語のテ形であり､その意味で､シテ形接続という用

語法の本来的な範囲に属するものである｡

シテ節が担っている関係的意味が様々で多岐にわたっている､といったこと

は､既によく知られている｡仁田1995では､通説的な考え方を出発点に据え､

類型実現の条件､典型的なものと周辺的な存在､類型問のつながり･移り行き

など-の考察を行いながら､シテ節に託されて実現する関係的意味の類型とし

て､ (付帯状態) (時間的継起) (起因的継起) (並列)の三薪四種を取 り出

した｡三嚢四種の実例を挙げておく｡

(1) 痩せた男は腰_生月鮎 三ドアを見つめていた｡
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(筒井康隆 ｢その情報は暗号｣)

(2) 何百歳かもしれないほどの高齢の､物凄い顔をした不思議な老婆が､

～､題止 アントを組 ユヱ じっと､こちらを見つめておったではあ

りませんか｡(高木彬光 ｢妖婦の宿｣)

(3) ｢よろしい､やがて執行です｡｣

娘は邑ヱやかに孟ユ三､忙 しそうに彼の前から立去ったO

(佐木隆三 ｢ジャンケンボン協定｣)

(4) 手紙は､いかにも無造作にそこに捨ておかれた形だった｡色気生⊥

とまあはヱひらいた｡(淑戸内晴美 ｢夏の終り｣)

) 倉庫番が､盟39_姦i風 こつつかれて喚いた｡(｢協定｣)

) 知子は抑 土産風豊臣逝三｣通 三､発熱したO(｢夏の｣)

) i.Ja王雌 良風_鮎 こ､下の娘がやっと歩さ出した頃だった｡

(三浦朱門 ｢倍老同穴｣)

(8) 汲姐敗.圭こ娃盤農地 鎚鮎も虻三象三象土工じ工､船首には一応機

関銃が据えてあるo (伊藤桂一 ｢蛍の河｣)

(D(2)が (付帯状態)の例であり､(3)(4)が (時間的継起)の例､(5)(6)が

(起因的躍起)の英例であり､(7)(8)が (並列)の例であるO

本稿では､このような様々な関係的意味を表し､統語的なあり方も多岐にわ

たっているシテ節が､ ｢ハ｣に後接される時､どのようになるのか､取 り立て

助辞 rハJに後接されるシテ節は､どのようなタイプのシテ節か､などといっ

た問題を考察 していく｡さらに､シテ節だけでなく､ ｢-｣による他の接続形

式の取り立て､たとえば､｢～シナガラハ｣や r～(スル/シタ)ノデハ｣や ｢～

(スル/シタ)カラハ｣についても少 しく触れておく｡

上述 したところからも分かるように､本稿は､ ｢シテ-｣の中には､ ｢シテ

+ハ｣に分解できない場合も少な くないことを認めながらも､シテハ形式をシ

テ形式から完全に切 り離 した形ではなく両者を閑適付けながら､考察 していこ

うとする立場に立 っている｡

2 シテ形を ｢ハ｣で取 り立ててみると

2 i ｢ハ｣で取 り立てLられるシテ市
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上述 L,たように､シテ館は､大尊く (付帯状態) (L時間約線凝) (起因的継

起) (並列)の三親指種のタイプに分かつことができる｡シテ形は､ ｢ハ｣に

よる取り立てを受けることがあるoLかし､シテ形の四種凍てが ｢ハ｣を取 り

うるわけではないOどのタイプのシテ形が r,/､｣による取 り立て形を許すのか､

また､ ｢ハ｣によって取 り立てられ,ると､通解はデのようになるのかを､ごくこ簡

単に見ておく｡

2,1.1 相帯状態

まず､ (付帯状態)のシテ形か ら見ていく｡ くけ帯状態)の中山ま､ ｢洋子

ハ魔王度盛上 皇コテラノ方ヲチラット見夕｡｣ r姦介ハ薮義三二込辺｣_施芝 敵乏町

二出掛ケティッタO｣のように､主体の容恕的あり方を表 したものや～ ｢鶴ハ選

窓と皇ソノ出来事ヲ鱒二譜ッテ関か汝夕O｣のように､主たる動善が実現する時

の主体の心的あり方を塞 したのである｡これらは､

(1) 洋子ハ温ま淫遠沈 コチ･ラノ方ヲチラット見夕O

(2) 蒸介-d二鳥主｡此 町二出掛ケティッタ｡

(3) 彼ハ選屠 シテ}＼ソノ出来事ヲ鱒こ譜 ッテ開カセタO

のように､ ｢ハ｣を取ることができるoもっとも､ ｢ハ｣で取 り立てられたシ

テ形は､もはや､主たる動きの実現の仕方を表す (付葦状態)に止どまっては

いない｡上謁の文を､ [Clシタ状態デC2シタ]としては解 しがたい｡たとえ

ば､(1)の文は､ 〔洋子ガ腰ヲ浮力シタ状態デコチラノ方ヲチラット見ルコ トヲ

何度カシタ〕といったことを塞 しているのではなく､ [浮子ガ何度力腰ヲ浮力

シ､ソノ度毎ニコテラノ方ヲチラット見夕〕といったことを､概略塞 しているD

(付帯状態)のシテ形は､ ｢ハ｣で取 り立てられることによって､通例､(D

(2)のように (時間的継起)や(3)のごとく く起園的,隆起)の多垣的生起を表す

ことになるO これは､言い換えれば､ (付帯状態)のシテ形は､ ｢ハ｣による

取り立てを受けない､といったことを表 している｡

もっとも､これにも例外がある｡

(4) 盟_芝ゑ_変え乏∠ユ喋ラナカッタr,真ッスグ背筋ヲ裡バシテ喋ッタ｡

(4)は､ [腰ヲカガメタ状態デハ喋ラナカッタ]コトを表 しており､主節の述語を
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否定形にすることによって､シテ形は､ (付帯状態)のまま､ ｢ハ｣による取

り立てが可能になる｡同様の現象は､命令と禁止､肯定事態遂行への意志と否

定事態遂行への意志との間においても確認できる｡

(5)*人ノ話ヲ下ヲ向イテハ盟とo

(5')人ノ話ヲ下ヲ向イテハ盟乞土｡

(6)*目立ツ服ヲ者テハ息数と旦旦O

(6')目立ツ服ヲ着テハ患.∃乱ケルマイ｡

これは､ ｢Clシテ｣が否定の対象になることによって､対比的様態の暗示が､

要請され出現することによる｡対比的様態が暗示されうることによって､シテ

形は､主たる動きに対 して (付帯状態)の関係を保ちながら､ ｢ハ｣による取

り立てを受けうる｡

ただ､ (付帯状態)としての解釈可能性を残 したものが､まったくないわけ

ではない｡

(7) 由梨は疲れては時々放免地 を窒息腰良二ようにしては､ふわり

と立ち止まった｡(大庭みな子 ｢三匹の蟹｣)

のような例が､それである｡これは､ [時々 [Clシテ(ハ)､C2シ]夕]のよ

うに､ ｢Clシテハ｣を (付帯状態)として解釈することも不可能ではない｡'も

っとも､この種のものは､シテ形の周辺形式であり､かつ､ ｢ハ｣の在不在が

文の表す事態の多回性に影饗を与えない､といったものである｡

また､同様に ｢ハ｣による取り立てが多回性の付与の決定因にならない

(8) そのくせ､旦;二 にこ微笑しては盃を重ねている自分がおか しな感 じ

だった｡(斯波四郎 ｢山塔｣)

のような例も､ (付帯状態)としての解釈可能性を有 している｡

2.1.2 時間的継起

次に､ (時間的継起)のシテ形について見ておく｡ (時間的継起)のシテ形

とは､ ｢健太へ 地上塾乏挽上皇ゴミ箱こ拾テタo｣や ｢彼女ハ､国選盟主也盟

と皇資料ヲ借 り出スO｣のように､シテ節の事態が生起 した後に､主節の事態が

生起する､といった関係を表 したものである｡これらは､

(9) 健太ハ､姑｣∠一重且捻出 ゴミ箱こ捨テク｡


























